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ラジオもテレビもなかった昔

子どもたちの楽しみは

家庭でお話しを聞かせてもらうことだった。

お話しの楽しさを子どもたちにと

活動する二人が、出会い、語り合う

本を読み、お話しを聞くことが

大切だということを－

髙
たかの

野つる
1932 年生まれ。元教員。
自宅に「たんぽぽ図書館」
設立。ボランティアグループ

「絵本の会～歓びがこだま
して～」代表。佐原中央図
書館で 23 年間「おはなし
会」を続け現在に至る。

シリーズ

お話しの楽しさ、大切さを語る

「
語
る
人
の
心
が
、
言
葉
を
と
お
し
て

聞
く
人
の
心
に
飛
び
込
む
ん
で
す
」

1925 年生まれ。農業をす
るかたわら同人誌などに作
品を発表。日本児童文学者
協会会員。元山田町史編さ
ん委員。民話、童謡、共著
数冊。代表作「利根のみえ
る丘」。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
お
母
さ
ん
が
、

お
話
し
を
聞
か
せ
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
事
」

林　

私
が「
お
は
な
し
会
」

を
始
め
た
当
時
か
ら
本
離

れ
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
読
書
よ
り
も
勉
強

を
さ
せ
よ
う
と
す
る
世
の

中
で
し
た
の
で
、
少
し
で

も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に

読
書
の
楽
し
さ
を
伝
え
よ

う
と
第
2
の
人
生
と
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始

め
ま
し
た
。

髙
野　

そ
う
で
し
た
か
。

林　

始
め
た
き
っ
か
け
の

一
つ
に
髙
野
さ
ん
の
語
り

に
も
影
響
さ
れ
た
ん
で

す
。
語
り
を
始
め
よ
う
と

思
わ
れ
た
の
は
い
つ
ご
ろ

で
す
か
？

髙
野　

私
が
語
り
を
始
め

た
の
は
、
と
し
ょ
ば
あ

ち
ゃ
ん
か
ら
聞
い
た
昔
話

を
少
し
で
も
残
し
た
い
と

思
い
、
書
き
出
し
た
の
が

始
ま
り
で
ね
、
そ
れ
が
本

に
な
っ
て
各
小
学
校
で
語

り
を
行
っ
た
ん
で
す
。
語

り
を
し
て
い
て
感
じ
た
の

は
、
昔
話
が
教
育
と
は
い

わ
な
い
け
ど
、
ど
ん
な
笑

い
話
で
も
必
ず
お
話
し
の

奥
に
は
人
と
し
て
の
心
の

持
ち
方
な
ど
を
そ
れ
と
な

く
教
え
て
い
ま
す
ね
。

林　

そ
う
で
す
よ
。
昔
話

に
は
人
間
の
生
き
る
知
恵

が
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ

を
物
語
と
し
て
語
り
継
が

れ
る
も
の
な
ん
で
す
。

髙
野　

私
が
子
ど
も
の
こ

ろ
は
、
家
族
で
囲い

ろ

り
炉
裏
を

囲
ん
で
、
と
し
ょ
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
か
ら
昔
話
を
聞
く

の
が
楽
し
み
で
ね
。
相
づ

ち
を
し
な
が
ら
聞
く
の
が

面
白
い
ん
で
す
よ
。

林　

相
づ
ち
を
し
な
が
ら

昔
話
を
聞
く
こ
と
は
家
族

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
大
切
な
こ
と

だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。
お

話
し
を
聞
く
と
い
う
こ
と

は
、
語
る
人
の
心
が
言
葉

を
通
し
て
表
現
さ
れ
て
い

て
、
聞
く
人
の
耳
を
通
し

て
心
の
中
に
飛
び
込
ん
で

く
る
ん
で
す
よ
。

髙
野　

そ
う
な
ん
で
す
よ

ね
。
最
近
で
は
地
域
の
中

で
昔
話
を
覚
え
て
、
残
し

て
い
こ
う
と
い
う
人
た
ち

が
増
え
て
き
た
ん
で
す

よ
。

林　

そ
う
い
っ
た
人
た
ち

が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
ほ
し

い
で
す
よ
ね
。

髙
野　

本
当
な
ら
各
家
庭

で
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
お
母

さ
ん
が
、
お
話
し
を
聞
か

せ
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
事

な
ん
で
す
け
ど
ね
。

林　

赤
ち
ゃ
ん
に
も
母
親

の
語
り
か
け
が
一
番
大
事

な
ん
で
す
よ
。
言
葉
が
わ

か
ら
な
く
て
も
、
母
親
の

言
葉
は
赤
ち
ゃ
ん
の
心
に

ち
ゃ
ん
と
届
い
て
い
る
ん

で
す
か
ら
。

髙
野　

本
当
に
そ
う
で
す

よ
。
子
ど
も

は
育
つ
環
境

に
よ
り
ま
す

ね
。
市
街
に

あ
る
児
童
数

の
多
い
学
校

と
少
人
数
の

山
里
の
学
校

で
は
、
同
じ

お
話
を
し
て

も
伝
わ
り
方
が
違
い
ま
す

ね
。
少
人
数
の
学
校
の
ほ

う
が
先
生
の
言
葉
も
子
ど

も
た
ち
の
心
に
届
く
の
で

し
ょ
う
。
語
り
手
の
私
も

楽
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ

て
寿
命
が
延
び
ま
す
よ
。

し
か
し
、
児
童
数
の
多
い

学
校
で
は
先
生
も
な
か
な

か
大
変
な
よ
う
で
す
よ
。

林　

そ
う
で
す
か
。

髙
野　

子
ど
も
の
心
に
も

ゆ
と
り
が
な
く
な
っ
て
き

た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

林　

情
報
化
社
会
に
な
っ

た
か
ら
で
す
か
ね
。
読
書

よ
り
も
テ
レ
ビ
の
ほ
う
が

面
白
い
け
ど
、
テ
レ
ビ
で

は
言
葉
を
理
解
し
た
り
、

想
像
し
た
り
す
る
楽
し
み

が
で
き
な
い

ん
で
す
よ
。

髙
野　

や
は

り
読
書
を
す

る
こ
と
に
よ

り
想
像
力
が

つ
き
ま
す
か

ら
ね
。

林　

そ
れ
に

は
大
人
が
心
に
ゆ
と
り
を

持
ち
、
家
庭
・
地
域
・
学

校
で
言
葉
を
大
事
に
し

て
、
語
り
や
本
を
読
ん
で

あ
げ
て
ほ
し
い
ん
で
す
。

そ
の
積
み
重
ね
が
自
分
や

家
族
を
大
切
に
し
て
生
き

る
人
間
に
な
る
の
だ
と
思

う
の
で
す
。「
言
葉
が
心

を
は
ぐ
く
む
」
と
は
そ
う

い
う
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

髙
野　

全
く
そ
の
と
お
り

で
す
よ
。
家
庭
で
も
母
と

子
が
同
じ
本
を
読
ん
で
話

題
が
で
き
た
ら
い
い
で

す
。
時
に
は
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
仲
間
に
入
れ
て
ほ
し

い
で
す
ね
。

（
対
談 

平
成
18
年
8
月
10
日
）

林
はやし

優
まさこ

子×

▲毎月第 1 土曜日に「おはなし会」を開催する林さん

（米
こめのい

野井）

さ
ん

（香
かとり

取）

さ
ん

人と自然と歴史が結びあう北総の元気創造都市

▲三越佐千夫コンサートで三越さんの思いを語る髙野さん
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児
童
手
当
法
の
改
正
に
伴
い
、
新
た
に

児
童
手
当
等
を
受
け
ら
れ
る
児
童
の
保
護

者
は
、各
区
の
児
童
手
当
担
当
課
窓
口（
公

務
員
は
勤
務
先
）
で
、
認
定
請
求
な
ど
の

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
新
規
請
求
な
ど
は
、
9
月
30
日
㈯

ま
で
に
受
け
付
け
た
も
の
に
限
り
、
特
例

的
に
4
月
1
日
ま
た
は
支
給
要
件
に
該
当

し
た
日
に
さ
か
の
ぼ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
小
学
5
・
6
年
生
の
児
童
が
い
る

　

児
童
手
当
等
を
受
給
し
て
い
な
い
保
護

者
は
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
と
な

り
、
受
給
し
て
い
た
保
護
者
は
額
改
定
認

定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

平
成
18
年
6
月
の
現
況
届
の
提
出
だ
け
で

は
増
額
改
定
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず

額
改
定
認
定
請
求
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■
児
童
手
当
等
を
受
給
し
て
い
な
い

　

所
得
制
限
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
新
た

に
児
童
手
当
等
を
受
給
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
該
当
す
る
保
護
者
は
認
定
請
求

の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
児
童
手
当
休
日
受
付
窓
口
を
開
設

　

9
月
30
日
㈯
に
児
童
手
当
法
改
正
に

伴
う
休
日
受
付
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
場

所
は
市
役
所
1
階
の
警
備
員
室
に
な
り
ま

す
。
開
設
時
間
は
8
時
30
分
か
ら
17
時
15

分
ま
で
で
す
。

　

な
お
、
小
見
川
区
、
山
田
区
お
よ
び
栗

源
区
事
務
所
で
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

児
童
生
活
支
援
課　

☎
(50)
1
2
0
9

　

健
康
福
祉
課　
　
　

☎
(82)
1
1
1
5

　

健
康
福
祉
課　
　
　

☎
(78)
2
1
1
4

　

健
康
福
祉
課　
　
　

☎
(75)
3
0
0
0

9
月
30
日
㈯
の
休
日
窓
口

市
役
所
警
備
員
室　
　

☎
(54)
1
1
1
1

▲邦楽ＪＯＹによる演奏

▲愛宕神社の神楽を披露

▲和太鼓「響」によるオープニング

▲式辞を述べる宇井市長
　　

合
併
に
功
績
の
あ
っ
た
岩
瀬
良
三

氏
（
旧
佐
原
市
長
）、岩
山
豊
彦
氏
（
旧

小
見
川
町
長
）、　

岡
顯
尚
氏
（
旧
山

田
町
長
）、
お
よ
び
齋
藤
豊
氏
（
旧
栗

源
町
長
）
の
総
務
大
臣
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

栗
源
区
の
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
「
響

ひ
び
き

」

に
よ
る
演
奏
か
ら
式
典
が
始
ま
り
、

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
山
田
区
「
愛
宕
神

社
神
楽
」、
小
見
川
区
か
ら
は
「
邦
楽

Ｊ
Ｏ
Ｙ
」
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
式
典
会
場
前
に
は
、
佐
原
区
の

田
宿
、
荒
久
、
本
川
岸
、
八
日
市
場
、

浜
宿
、
寺
宿
、
上
宿
、
下
宿
お
よ
び

北
横
宿
が
整
列
。
宇
井
市
長
の
合
図

に
よ
り
総
踊
り
や
、
山
車
の
曲
曳
き

が
披
露
さ
れ
、
市
民
参
加
に
よ
る
盛

大
な
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ  
総
務
課
☎
(50)
1
2
0
0

か
と
り
新
時
代
を
目
指
し

香
取
市
の
発
展
を
誓
う

▲堂本知事・宇井市長と若連の皆さん ▲式典会場前には 9 台の山車が整列し総踊りや曲曳きが披露されました

合
併
功
労
表
彰

市
民
参
加
の
式
典

　

新
市
誕
生
を
祝
う
「
香
取
市
合
併
記
念
式
典
」
が
、
9
月
3
日
、
佐
原
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
市
内
外
か
ら
来
賓
、
関
係
者
約

8
0
0
人
が
出
席
し
、
新
市
の
門
出
を
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。
宇
井
市
長
と

平
松
大
市
議
会
議
長
か
ら
は
、
市
民
、
行
政
そ
し
て
議
会
が
一
体
と
な
っ
て
、

人
と
自
然
と
歴
史
が
結
び
合
う
「
北
総
の
元
気
創
造
都
市
」
の
実
現
に
向
け

て
努
力
す
る
と
い
う
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
総
務
大
臣
代
理
稲

山
博
司
給
与
能
率
推
進
室
長
、
堂
本
暁
子
県
知
事
、
林
幹
雄
衆
議
院
議
員
、

倉
田
寛
之
参
議
院
議
員
、
椎
名
一
保
参
議
院
議
員
を
は
じ
め
、
来
賓
の
皆
さ

ん
よ
り
、
新
生
「
香
取
市
」
へ
の
激
励
と
期
待
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

申請はお済みですか？
児童手当法改正の特例的受付は9月30 日㈯まで
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市のシンボル

香取市市章

　

9
月
3
日
に
開
催
さ
れ
た
香

取
市
合
併
記
念
式
典
で
、
新
市

香
取
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
市

章
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

市
章
に
は
、
一
般
公
募
に

よ
り
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

1
9
2
7
作
品
の
中
か
ら
、
市
章

選
定
委
員
会
に
お
い
て
、
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
た
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
福
田
彰
宏
さ
ん

の
作
品
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

市
章
は
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
、
市
旗
や
印
刷
物
な
ど
広

く
使
用
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
課

　
　
　
　
　

☎
(50)
1
2
0
0

【
最
優
秀
賞
】

福
田　

彰
宏（千

葉
県
大
多
喜
町
）

【
優
秀
賞
】

徳
弘　

由
布
子（岡

山
県
岡
山
市
）

牧
野　

英
夫（
群
馬
県
藤
岡
市
）

立
志　

哲
洋（
東
京
都
江
東
区
）

高
橋　

卓
也（
東
京
都
小
平
市
）

【
市
長
賞
】

峰　
　

徹
哉
（
香
取
市
府
馬
）

澁
谷　

和
秀

（
香
取
市
沢
・
沢
小
4
年
）

受
賞
者
紹
介

（
敬
称
略
）

《市章趣旨》
　美しい水辺の自然、広大な水田と里
山の自然、未来に広がる青空を香取市

（Katori）の頭文字「K」に重ね、鳥の
羽ばたく形にシンボライズ。躍動感ある
形は新市の美しく雄大な自然と未来への
発展を象徴しています。

　

市
で
は
、
市
長
が
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話

を
と
お
し
て
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
提
言
を
市

政
運
営
に
反
映
さ
せ
る
た
め
市
民
懇
談
会
（
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

香
取
市
が
誕
生
し
て
半
年
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
税
金
や
ゴ
ミ
、
水
道
料
金
の
不
均
一
（
別

表
）
な
ど
は
市
民
生
活
に
直
接
か
か
わ
る
問
題

の
一
つ
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

開
催
地
区
は
、佐
原
区
、小
見
川
区
、山
田
区
、

栗
源
区
で
、
29
会
場
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
10

月
か
ら
次
の
と
お
り
佐
原
区
で
開
催
し
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

小
見
川
区
・
山
田
区
・
栗
源
区
は
1
月
か
ら
2

月
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

開
催
時
間
は
、
い
ず
れ
の
会
場
も
19
時
か
ら

で
す
。
な
お
、対
象
地
区
の
開
催
日
に
限
ら
ず
、

ど
の
会
場
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

秘
書
広
報
課　

☎
(50)
1
2
0
4

タウンミーティング開催予定表【佐原区】

　

欠
員
に
伴
い
小
見
川
区
上

小
堀
新
福
寺
地
区
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
、
8
月
1

日
付
け
で
厚
生
大
臣
か
ら
委

嘱
を
受
け
ま
し
た
の
で
紹
介

し
ま
す
。
任
期
は
平
成
19
年

11
月
30
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。

︽
小
見
川
区
上
小
堀
新
福
寺
地
区
︾

宮
島　

巌　

☎
（82）
7
2
6
6

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

住
民
の
立
場
で
、
福
祉
に
関

す
る
相
談
・
援
助
活
動
や
地

域
の
関
係
機
関
・
団
体
な
ど

と
協
力
し
て
、
地
域
福
祉
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
努

め
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
☎

（50）
1
2
5
2

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

宮
島　

巌 

氏

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催

■■■国民健康保険税■■■
（例）夫婦と子ども 2 人の 4 人家族、夫 42 歳、妻 �8 歳、子ども 2 人は小学生、
平成 17 年中の収入は、夫の給与収入 400 万円、妻は収入なし、固定資産
税 50,000 円

■■■ゴミ収集手数料■■■　可燃ゴミの場合

月額 520 円

■■■水道料金■■■　( 例 ) 月に �0 ㎥使用の場合

旧佐原市

無料

旧小見川町 旧山田町 旧栗源町

指定袋 1 枚 �5 円

区分

手数料

旧小見川町 旧山田町

※税や公共料金のうち、主なものを掲載しました

所得割

資産割

被保険者均等割

世帯平等割

所得割

資産割

被保険者均等割

世帯平等割

上記例での税額

旧佐原市

8.70%

�8%

20,000 円

24,000 円

0.90%

9,600 円

�56,200 円

旧小見川町

7.50%

�9%

17,000 円

20,000 円

0.60%

�.70%

6,000 円

�,600 円

�07,600 円

旧山田町

6.60%

�0%

17,000 円

20,000 円

0.75%

5.00%

6,000 円

4,000 円

286,600 円

旧栗源町

7.60%

�9%

19,000 円

22,000 円

0.70%

7.90%

�,900 円

2,500 円

�21,100 円

医
療
分

介
護
分

開催日
10 月 3 日㈫

10 月 5 日㈭
10 月 12 日㈭

10 月 13 日㈮
10 月 16 日㈪
10 月 17 日㈫

10 月 24 日㈫

10 月 27 日㈮

11 月 2 日㈭

11 月 6 日㈪

11 月 12 日㈰

11 月 15 日㈬

11 月 17 日㈮

11 月 21 日㈫

11 月 26 日㈰

11 月 28 日㈫

場所
香取小体育館

神南小体育館
福田小体育館

竟成小体育館
津宮小体育館

佐原第五中学校
多目的ホール
大倉小体育館

新島小体育館

瑞穂小体育館

北佐原小体育館

佐原中央公民館
大会議室

佐原中央公民館
視聴覚室

佐原中央公民館
大会議室

佐原中央公民館
大会議室

佐原中央公民館
大会議室

佐原中央公民館
大会議室

対象地区
又見、大坂原町、宮中、宮下、丁子、吉原、多田本田、
多田新田、山田、新市場、新部、釜塚
下小野、返田、九美上
本矢作、本矢作新田、福田、福田中央、北ノ台、ニュー
北ノ台、台深、伊地山、伊地山新田
大根、上谷津、大崎、与倉、観音、鳥羽、鳥羽台、長山
津宮 1 区～ 11 区
大戸、大戸団地、大戸川、森戸、新寺、山之辺、片野、
片野団地、上小川、関、川尻、多田島、飯島、昭和町
大倉丁子、側高、丸峰、市神、代下、今市、中郷、本西、
大倉新田、水郷団地
八筋川、本津、大島、三島、境島、扇島、与田浦、加藤洲、
磯山、加藤洲下の洲、扇島下の洲、市和田、附洲新田
堀之内、谷中、寺内、寺内芝、鴇崎、西和田、西坂、
西部田、みずほ台
向津、砂場、荒川、笄島、長島、中洲、篠原新田、
野間谷原、石納
岩ケ崎、西関戸、竹の下、玉造

水郷町、下川岸、粉名口、粉名口団地

牧野、水郷大橋町、橋替、東関戸、諏訪上、諏訪下、
諏訪台
上宿台、上宿、平台、仲川岸、上新町、北横宿、新上川岸、
上中宿、神明町、高野、下新町、田中、南横宿、新橋本、
下分、中宿、横川岸、寿町、若松町
仁井宿、篠原、八日市場、荒久

寺宿、浜宿、本川岸、船戸、田宿、上仲町、みどり町、
下仲町、旭ヶ丘、本橋本、本町

旧佐原市

2,100 円

11 ～ 20 ㎥まで 220 円 50 銭
21 ～ 40 ㎥まで 241 円 50 銭

6,720 円

旧栗源町

1,680 円

168 円

5,040 円

区分

基本料金・月額
（10 ㎥まで）

超過料金
（1 ㎥ごと）

上記例での料金

2,�10 円

11 ～ �0 ㎥まで 2�1 円

6,9�0 円

※都合により、開催日や会場を変更する場合があります
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子
ど
も
を
伸
ば
す
家
族
力

　

齋
藤
孝
／
著

　

親
と
子
の
﹁
闘
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
﹂
が
よ
い
家
族
を
つ
く
る
。

子
ど
も
を
甘
や
か
す
な
。
無
関
心
で

い
る
な
。
家
族
は
ひ
と
つ
の
チ
ー
ム

だ
！
﹁
父
親
力
﹂﹁
母
親
力
﹂
を
鍛

え
て
子
ど
も
と
向
き
合
う
こ
と
を
提

唱
す
る
、
齋
藤
先
生
の
実
践
的
子
育

て
バ
イ
ブ
ル
。

敵
兵
を
救
助
せ
よ
！　

～
英
国
兵

4
2
2
名
を
救
助
し
た
駆
逐
艦

「
雷
」
工
藤
艦
長　

惠
隆
之
介
／
著

　

1
9
4
2
年
3
月
、
ス
ラ
バ
ヤ
沖

海
戦
の
あ
と
、
危
険
を
お
か
し
て
英

兵
4
2
2
人
を
救
助
し
た
工
藤
俊
作

少
佐
の
生
涯
と
救
助
の
一
部
始
終
を

描
く
。
存
命
の
日
英
関
係
者
を
執
念

で
探
し
出
し
、
歴
史
の
帳

と
ば
り

の
中
に
埋

も
れ
よ
う
と
し
て
い
た
数
々
の
事
実

を
明
る
み
に
出
す
。

逆
説
の
日
本
史　

13　

近
世
展
開
編

　

井
沢
元
彦
／
著

　

徳
川
幕
府
が
展
開
し
て
い
っ
た
過

程
と
、
戦
国
文
化
が
ど
の
よ
う
に
変

遷
し
て
い
っ
た
か
を
取
り
上
げ
る
。

新
た
な
徳
川
家
康
像
を
提
示
し
、
そ

の
天
才
性
を
分
析
。
ま
た
、
中
国
儒

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆

さ
ん
に
読
ん
で
ほ
し
い
本
を

紹
介
し
ま
す
。
小
説
や
エ
ッ

セ
イ
、
旅
行
記
や
絵
本
な
ど

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
ま

す
。 今月のおすすめ

香取市には、楽しいイベントや
出来事が盛りだくさん。
ここでは、そんなホットなまちの
話題をご紹介します。

　

地
図
の
ま
ち
・
佐
原
2
0
0
6
﹁
夏
・
学
校
へ

行
こ
う
﹂
が
、
8
月
20
日
に
旧
佐
原
第
二
中
学

校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
17
回
目
を
迎
え
た
今
年

テ
ー
マ
は
﹁
教
育
﹂。
各
教
室
で
縄
や
ろ
う
そ
く

な
ど
の
手
作
り
体
験
や
、
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
員
に
よ

る
救
急
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
は
青
年
会
議
所
版
サ
ス
ケ
が
出
現
。
親
子
や

友
達
同
士
で
タ
イ
ム
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

体
育
館
で
は
﹁
根
っ
こ
座
﹂
に
よ
る
人
形
劇
、

楽
し
い
授
業
が
盛
り
だ
く
さ
ん

地
図
の
ま
ち
・
佐
原
2
0
0
6

東
京
家
庭
教
育
研
究
所
の
前
田
由
美
子
氏
に
よ
る

﹁
人
間
性
を
育
て
る
ほ
め
方
し
か
り
方
﹂
を
テ
ー

マ
に
し
た
講
演
会
や
、
市
内
小
学
校
か
ら
﹁
水
の

郷
﹂
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
画
作
文
展
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　伊能図小図（縮尺 432、000
分の 1）の下図 13 枚が及川昭
子氏（東京都）から伊能忠敬記
念館に寄贈され、宇井市長が感
謝状の贈呈を行いました。
　寄贈された小図は、伊能図の
作成過程を明らかにする上で極
めて貴重な資料となります。
　伊能忠敬記念館では、10 月 1
日㈰まで行われている収蔵品展
で、寄贈された小図のうち 8 点
を展示しています。

成過程を知る貴重な資料
伊能図下図の寄贈に感謝状作

　栗源の夏まつりが 8 月 19 日に開催されました。会場には浴衣姿
の子どもたちが見受けられ、夏まつりならではの風情あふれる夜と
なりました。
　中峰芸座の一番太鼓で夏まつりが始まると、和太鼓グループ

「響
ひびき

」の体のしんまで響
く演奏に観客たちは魅了
され、大抽選会では当選
番号が読み上げられるた
びに、歓喜と落胆の声が
あがりました。
　メインイベントは多く
の観客の度肝を抜いた三
河伝統手筒花火。降り注
ぐ火花の中で手筒を支え
る花火師の姿に驚きを隠
せない表情で見守りつ
つ、称賛の拍手を送って
いました。

快で華麗な夏の夜
栗源の夏まつり豪

▲熱さとの戦い三河伝統手筒花火▲大勢の人たちが訪れたまつり会場

佐
原
ば
や
し
手
踊
り
自
慢

り
と
音
と
手
踊
り
と

灯

▲下図を前に及川氏と宇井市長

　

イ
ベ
ン
ト
﹁
さ
わ
ら
・
町
並
み
・

夕
涼
み
～
ゆ
か
た
で
楽
し
む
灯
り
と

音
～
﹂の
最
終
日
と
な
る
8
月
19
日
、

伊
能
忠
敬
旧
宅
前
で
佐
原
ば
や
し
手

踊
り
自
慢
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

夜
の
帳

と
ば
り

が
下
り
会
場
に
は
、
ろ
う

そ
く
の
灯
り
で
舞
台
が
出
現
。
5
組

の
出
場
者
が
惠え

す

み

か

い

壽
美
會
に
よ
る
下
座

演
奏
に
あ
わ
せ
手
踊
り
を
披
露
し
ま

し
た
。

　

各
出
演
者
は
、
祭
り
と
は
一
味
違

う
灯
り
の
中
で
の
手
踊
り
で
、
観
客

た
ち
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
長
唄
と
尺
八
の
演
奏

も
行
わ
れ
灯
り
と
音
の
演
出
に
華
を

添
え
ま
し
た
。

▲自慢の手踊りを披露する出演者
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市
内
の
伊
地
山
・
助
沢
・
高

萩
・
山
倉
地
先
な
ど
を
源
と
し
、

太
平
洋
に
注
ぐ
栗
山
川
。
こ
の

川
を
望
む
台
地
上
に
は
、
各
時

代
の
遺
跡
が
多
く
存
在
し
、
ま

た
、
低
地
に
立
地
す
る
栗
山
川

流
域
遺
跡
群
は
縄
文
時
代
の
丸

木
舟
を
出
土
す
る
こ
と
で
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
こ
の
さ
ら
に
上

流
、
旧
栗
源
町
岩
部
地
区
か

ら
出
土
し
た
市
指
定
文
化
財

「
瓦が
と
う
は
ん

当
笵
」（
平
成
13
年
12
月
18

日
指
定
）
を
紹
介
し
ま
す
。

　

昭
和
60
年
10
月
、
岩
部
字
コ

ジ
ヤ
地
先
の
畑
（
県
道
成
田
小

見
川
鹿
島
港
線
と
東
総
有
料
道

路
交
差
付
近
）
か
ら
、
耕
作
中

に
偶
然
、
陶
製
の
「
瓦
当
笵
」

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

瓦
当
笵
と
は
、
瓦
屋
根
の
軒

先
を
飾
る
軒の

き
ま
る丸

瓦
や
軒の

き
ひ
ら平

瓦
な

ど
の
瓦
当
面
を
つ
く
る
の
に
使

用
す
る
「
型
」
の
こ
と
で
、
瓦

つ
く
り
の
道
具
の
一
つ
で
す
。

日
本
で
は
、
奈
良
県
の
飛
鳥
寺

な
ど
6
世
紀
末
ご
ろ
か
ら
瓦
が

つ
く
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

瓦
当
笵
は
一
例
も
発
見
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
、

多
く
の
瓦
当
笵
が
木
製
品
で
あ

る
た
め
に
、
長
い
年
月
の
間
に

土
中
で
腐
っ
て
し
ま
い
残
ら
な

か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

コ
ジ
ヤ
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
も

の
は
、陶
製
で
あ
っ
た
た
め
に
、

今
日
ま
で
腐
ら
ず
に
残
っ
た
の

で
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
陶

製
瓦
当
笵
は
極
め
て
ま
れ
な
存

在
で
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

全
国
で
2
例
だ
け
で
す
。

 

コ
ジ
ヤ
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

の
は
、
軒
丸
瓦
の
瓦
当
笵
で

す
。
直
径
は
12
・
2

cm
、
高
さ

は
5
・
0

cm
。
窖あ

な

（
ト
ン
ネ
ル
）

窯が
ま

で
還か

ん
げ
ん
え
ん

元
焔
焼
成
さ
れ
て
い
る

た
め
に
、
堅か

た

く
焼
き
締
ま
り
、

青
灰
色
を
し
て
い
ま
す
。
表
面

を
平
滑
に
仕
上
げ
、
中
央
に
ハ

ス
の
花
を
図
案
化
し
た
「
有ゆ

う
じ
く軸

素そ
べ
ん
は
ち
ょ
う
れ
ん
げ
も
ん

弁
八
葉
蓮
華
紋
」
を
陰
刻
し

て
い
ま
す
。
紋
様
の
特
徴
か
ら

奈
良
時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
も
う
少
し
時
代

を
古
く
す
る
意
見
も
あ
り
ま

す
。
残
念
な
が
ら
現
在
の
と
こ

ろ
、
こ
の
瓦
当
笵
か
ら
つ
く
ら

れ
た
軒
丸
瓦
は
一
例
も
発
見
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

日
本
の
古
代
に
お
い
て
、
瓦

は
一
般
庶
民
の
家
屋
に
使
用
さ

れ
る
こ
と
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら

寺
院
や
官か

ん
が衙
（
役
所
）
な
ど
特

別
な
建
物
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
近
隣
の
岩
部
大
関
遺
跡

▲瓦屋根模式図

▲瓦当笵は房総風土記の丘資料館に展示中

や
岩
部
遺
跡
か
ら

も
古
瓦
が
出
土
し

て
い
ま
す
が
、
瓦

を
葺ふ

く
よ
う
な
建

物
跡
は
発
見
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

コ
ジ
ヤ
遺
跡
の

重
要
な
と
こ
ろ
は

瓦
つ
く
り
の
道
具

で
あ
る
瓦
当
笵
が

出
土
し
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
道
具

が
発
見
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
は
、
こ

の
近
辺
に
瓦
工
房
が
あ
っ
た
可

能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
ま

す
。
近
年
の
調
査
で
、
岩
部
地

区
よ
り
、
も
う
少
し
上
流
の
福

田
地
区
で
7
世
紀
前
半
ご
ろ

か
ら
須す

え

き

恵
器
生
産
が
開
始
さ
れ

た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

「コジヤ遺跡の瓦当笵」

古代のアトリエ跡か
栗山川上流域

希
少
な
﹁
瓦
当
笵
﹂

　

窯よ
う
ぎ
ょ
う業

技
術
に
精
通
し
た
工
人

集
団
が
こ
の
周
辺
に
居
住
し
て

い
た
の
で
す
。

　

将
来
、
コ
ジ
ヤ
遺
跡
の
近
く

で
、
こ
の
瓦
当
笵
で
つ
く
っ
た

軒
丸
瓦
を
焼
い
た
瓦

か
わ
ら
が
ま窯
跡
が
発

見
さ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

奈
良
時
代
の
瓦
当
笵

コ
ジ
ヤ
遺
跡
は
瓦
工
房
跡
か

5 広報【まちかど通信】

▲サスケに挑戦する親子 男の子に人気のブーメラン教室

▲

小
見
川
藩
商
人
街　

は
ん
な
り
市

鳶
会
が
江
戸
火
消
し
を
再
現

若

教
に
つ
い
て
考
察
し
、
靖
国
問
題
の

背
景
も
分
析
す
る
。

お
お
き
な
か
ぶ

Ａ
・
ト
ル
ス
ト
イ
／
再
話

内
田
莉
莎
子
／
訳　

佐
藤
忠
良
／
絵

　

お
じ
い
さ
ん
が
か
ぶ
を
植
え
た

ら
、
と
て
つ
も
な
く
大
き
な
か
ぶ
が

で
き
ま
し
た
。
お
じ
い
さ
ん
1
人
で

は
と
て
も
抜
け
ま
せ
ん
。
お
ば
あ
さ

ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
も
抜
け
ま

せ
ん
。
孫
を
呼
び
、
犬
を
呼
び
、
ね

こ
を
呼
び
、
と
う
と
う
ね
ず
み
ま
で

呼
ん
で
き
て
⋮
。
ロ
シ
ア
の
民
話
で

﹁
う
ん
と
こ
し
ょ　

ど
っ
こ
い
し
ょ

　

ま
だ
ま
だ
か
ぶ
は
ぬ
け
ま
せ
ん
﹂

と
い
う
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
文
章
の
繰
り

返
し
が
調
子
よ
く
、
子
ど
も
た
ち
は

声
を
合
わ
せ
て
一
緒
に
お
話
に
参
加

で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

小
見
川
藩
商
人
街
﹁
は
ん
な
り
市
﹂
が

8
月
19
日
、
小
見
川
駅
前
通
り
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
水
ヨ
ー
ヨ
ー
や
金

魚
す
く
い
、
あ
め
細
工
な
ど
の
出

店
が
並
び
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
中
央
小

郷
土
芸
能
部
の
演
奏
や
も
の
ま
ね
、

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
小
見
川
若
鳶

会
に
よ
る
ハ
シ
ゴ
乗
り
な
ど
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
江
戸
火

消
し
を
再
現
し
た
ハ
シ
ゴ
乗
り
が

始
ま
る
と
、
観
客
は
ハ
シ
ゴ
を
取

り
囲
み
、
み
ご
と
な
演
技
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
見
川
藩
商
人
街
と
あ
っ

▲はしご乗りの技を披露 ▲会場には侍も登場

て
、
通
り
に
は
お
侍
さ
ん
が
出
現
。
江
戸

情
緒
を
演
出
し
て
い
ま
し
た
。
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■
日
時　

10
月
10
日
〜
全
20
回

い
ず
れ
も
火
曜
日　

13
時
30
分

〜
15
時
30
分

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館
ま

た
は
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
会

議
室

■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

30
人

　

9
月
29
日
㈮
ま
で
に
社
会
福

祉
協
議
会
本
所
へ　

☎
（54）
4
4
1
0　

（54）
4
7
9
7

　

一
緒
に
健
康
づ
く
り
、
生
活

習
慣
病
予
防
の
た
め
に
体
を
動

か
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

9
月
22
日
㈮
・
10
月

11
日
㈬
・
25
日
㈬  

10
時
〜
正
午

■
場
所　

香
取
市
民
体
育
館

■
会
費　

無
料

■
内
容　

健
康
体
操
、
転
倒
予

防
歩
行
訓
練
、
血
流
マ
ッ
サ
ー

ジ
、
サ
ー
ク
ル
ダ
ン
ス
、
デ
ィ

ス
コ
ダ
ン
ス
な
ど（
見
学
自
由
）

　

地
域
文
化
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー　

松
田　

☎
（56）
0
7
8
4

☎
0
9
0（
3
5
0
9
）7
2
7
3

■
日
時　

毎
月
第
2
日
曜
日　

9
時
〜
正
午

■
場
所　

小
見
川
お
よ
び
佐
原

消
防
署

■
定
員　

小
見
川
消
防
署　

20

人　

佐
原
消
防
署　

10
人
（
い

ず
れ
も
先
着
順
）

■
申
し
込
み　

開
催
月
の
第
1

日
曜
日　

17
時
ま
で

※
3
時
間
の
講
習
会
受
講
者
に

は
、「
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
修
了

証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す

　

小
見
川
消
防
署　

　
　
　
　
　
　

☎
（83）
0
1
1
9

佐
原
消
防
署　

☎
（52）
4
1
1
1

■
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
（
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
）

■
日
時　

10
月
3
日
・
10
日
・

17
日
・
24
日
い
ず
れ
も
火
曜
日

　

19
時
〜
21
時
（
受
付
は
18
時

30
分
か
ら
）

■
場
所　

香
取
市
民
体
育
館

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
服
装　

運
動
し
や
す
い
服
装

（
室
内
シ
ュ
ー
ズ
持
参
）

■
内
容　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
基

本
・
ゲ
ー
ム
・
テ
ク
ニ
ッ
ク

■
参
加
費　

4
回
で
5
0
0
円

（
保
険
料
含
む
）

　

9
月
25
日
㈪
ま
で
に
電
話
ま

た
は
メ
ー
ル
で　

生
涯
学
習
推

進
課
へ　

☎
（50）
1
2
2
1

　

参
加
者
の
氏
名
、電
話
番
号
、

学
年
を
記
入
の
上
、sports.

sa@
city.katori.lg.jp

ま
で

　

い
ろ
い
ろ
な
材
料
や
道
具
を

使
っ
て
工
作
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。

■
対
象　

小
学
生

◇
空
と
ぶ
お
も
ち
ゃ
フ
リ
ス

ビ
ー
・
ブ
ー
メ
ラ
ン　

10
月
14

日
㈯

◇
手
作
り
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ

リ
ー　

11
月
11
日
㈯

◇
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
作

り　

12
月
9
日
㈯

■
時
間　

9
時
30
分
〜
11
時
30

分■
場
所　

山
田
児
童
館

■
持
ち
物　

上
履
き

■
会
費　

2
0
0
円（
3
回
分
）

■
定
員　

30
人

　

10
月
14
日
㈯
ま
で
に
山
田
児

童
館
へ　

☎
（78）
2
1
4
2

　

平
成
20
年
4
月
か
ら
銚
子
商

業
高
校
と
銚
子
水
産
高
校
が
統

合
し
、
新
し
い
学
校
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
新
し
い
学
校
に
ふ
さ

わ
し
い
名
称
の
ア
イ
デ
ア
を
皆

さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
方
法　

応
募
は
が
き

（
校
名
応
募
は
が
き
、
募
集
チ

ラ
シ
は
各
市
・
町
の
窓
口
な
ど

に
あ
り
ま
す
）

■
応
募
期
間　

10
月
2
日
㈪
〜

11
月
22
日
㈬

※
公
募
は
、
統
合
校
に
ふ
さ
わ

し
い
校
名
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募

集
す
る
も
の
で
あ
り
、
応
募
さ

れ
た
数
に
よ
っ
て
校
名
が
決
ま

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

銚
子
商
業
高
校　

　
　

☎
0
4
7
9

（22）
5
6
7
8

銚
子
水
産
高
校　

　
　

☎
0
4
7
9

（22）
1
3
4
8

　

訪
問
入
浴
事
業
実
施
に
伴
い

看
護
師
と
准
看
護
師
を
募
集
し

ま
す
。

■
業
務
内
容　

訪
問
入
浴
車
に

よ
る
入
浴
介
護

■
応
募
資
格　

看
護
師
・
准
看

護
師
の
有
資
格
者

■
応
募
方
法　

写
真
貼
付
の
履

歴
書
、
資
格
証
の
写
し
を
提
出

　

社
会
福
祉
協
議
会
小
見
川
支

所
で
随
時　

☎
(83)
7
0
7
1

　

現
在
、
交
通
事
故
の
多
発
や

外
科
手
術
な
ど
に
よ
り
、
多

量
・
長
期
に
わ
た
る
輸
血
を
必

要
と
す
る
患
者
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
愛
の
献
血
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

献
血
は
血
液
成
分
の
結
果
が

通
知
さ
れ
ま
す
の
で
、
健
康
管

理
の
お
手
伝
い
に
も
な
り
ま

す
。
な
お
、
今
回
成
分
献
血
は

行
い
ま
せ
ん
。

︻
栗
源
区
︼

■
期
日　

9
月
29
日
㈮

■
受
付　

10
時
〜
12
時
30
分
・

栗
源
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　

☎
（75）
3
0
0
0

︻
山
田
区
︼

■
期
日　

10
月
4
日
㈬

■
受
付　

10
時
〜
11
時
20
分
・

Ｊ
Ａ
か
と
り
本
所
／
13
時
15
分

〜
16
時　

山
田
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　

☎
（78）
2
1
4
2

　

県
民
手
帳
2
0
0
7
年
版
の

予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

千
葉
県
の
最
新
各
種
統
計
資

料
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

■
価
格　

5
0
0
円

■
サ
イ
ズ　

85
×
1
4
5

mm

■
色　

紺
色
ま
た
は
黄
色

　

10
月
6
日
㈮
ま
で
に
企
画
政

策
課
へ　

☎
（50）
1
2
0
6

　

現
在
、
本
市
区
域
内
で
土
木

工
事
な
ど
を
実
施
す
る
場
合
、

事
業
者
か
ら
「
埋
蔵
文
化
財
の

所
在
の
有
無
及
び
そ
の
取
扱
い

に
つ
い
て
」
の
照
会
文
書
を
提

出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
10
月
1
日
か
ら
照
会
文
書

の
提
出
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

　

事
業
地
が
周
知
の
埋
蔵
文
化

財
包
蔵
地
に
あ
た
る
か
否
か
に

つ
い
て
は
、
口
頭
で
回
答
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
業

地
の
位
置
お
よ
び
地
番
を
明
示

し
た
地
図
を
窓
口
ま
で
持
参
、

も
し
く
は
フ
ァ
ク
ス
で
送
信
し

て
く
だ
さ
い
。

　

生
涯
学
習
課
☎

（50）
1
2
2
4

　

（54）
5
5
5
0
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暮
ら
し
の

情
報

お知らせ

講座
教室

募集

手
話
講
習
会

ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ

物
語

　…問い合わせ　　…申し込み　　…受け付け　　…応募 　　 …フリーダイヤル　　 …ファックス　　…メールアドレス　　…ホームページアドレスHP

　平成 18 年の千葉県の交
通事故による死亡者数は 7
月末現在で 154 人（香取
市 5 人）と、前年同時期と
比較して 24 人減少してい
ますが、全国順位ではワー

の全国交通安全運動
9月21日㈭～30日㈯

統
計
調
査
に
ご
協
力
を

スト 2 位と高位の状況にあります。
　行楽などで外出する機会も増えますが、一人ひ
とりが交通ルールを守り、安全確認を十分に行っ
て、事故に遭わないように気を付けましょう。

　生活環境課　☎ (50)1248

応
急
手
当

救
命
講
習
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

参
加
者

作
っ
て
遊
ぼ
う
教
室

参
加
者

非
常
勤
看
護
師
・

准
看
護
師

県
民
手
帳
の

予
約
受
付

献
血
に
ご
協
力
を

統
合
校
の
校
名

埋
蔵
文
化
財
取
り
扱

い
手
続
き
の
変
更

統
計
調
査
に
ご
協
力
を

9
月

2006. September

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査

　

10
月
1
日
、
平
成
18
年
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
が
全
国
一

斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
全
国
す
べ
て
の
事
業
所
を

対
象
と
し
て
、
事
業
所
や
企
業
の
活
動
状
況
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政

施
策
の
企
画
・
立
案
を
は
じ
め
、
幅
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

9
月
下
旬
か
ら
各
事
業
所
に
「
調
査
員
証
」
を
携
行
し
た
調

査
員
が
、
調
査
の
お
願
い
と
調
査
票

の
配
布
に
伺
い
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

企
画
政
策
課　

☎
(50)
1
2
0
6

社
会
生
活
基
本
調
査

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
20
日
現
在
で
社
会
生
活
基
本
調

査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
社
会
生
活
の
実
態
を
総
合

的
に
調
査
し
、
多
様
化
す
る
国
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
種
行
政
施
策
の
基
礎
資
料

を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

　

調
査
対
象
世
帯
に
は
、
統
計
調
査
員
が
伺
い
調
査
票
の
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

千
葉
県
総
合
企
画
部
統
計
課
統
計
調
査
室
人
口
担
当
グ
ル
ー

プ　

☎
0
4
3（
2
2
3
）2
2
2
3

秋
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■
日
時　

10
月
1
日
㈰　

10
時

〜
15
時

■
場
所　

佐
原
シ
テ
ィ
1
階
入

口■
相
談
内
容　

登
記
、
供
託
、

訴
訟
な
ど

　

千
葉
司
法
書
士
会
香
取
支
部

支
部
長　

大
崎
☎

(54)
3
6
7
5

　

税
理
士
に
よ
る
「
税
の
無
料

相
談
」
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
希
望
者
は
、
事
前
に
各

税
理
士
事
務
所
へ
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
10
月
2
日
㈪　

10
時
〜
15

時　

八
幡
寛
史
税
理
士
事
務
所

（
東
庄
町
笹
川
い
5
6
3
0
）　

　
　
　
　
　
　

☎
（80）
3
1
6
8

◇
10
月
16
日
㈪　

10
時
〜
15
時

高
橋　

税
理
士
事
務
所
（
油
田

9
1
3
）
☎

（82）
7
2
1
5

※
現
在
税
理
士
お
よ
び
税
理
士

法
人
に
税
務
顧
問
を
依
頼
し
て

い
る
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

　

千
葉
県
税
理
士
会
佐
原
支
部

税
務
指
導
対
策
部　

伊
藤　

　
　
　
　
　
　

☎
（52）
6
0
5
2

■
試
験
の
種
類　

甲
種
・
乙
種

（
全
類
）・
丙
種

■
試
験
日　

11
月
26
日
㈰

■
試
験
会
場　

市
立
銚
子
高
校

■
試
験
に
伴
う
受
験
講
習
会　

10
月
19
日
㈭　

銚
子
商
工
会
館

　
　

10
月
2
日
㈪
か
ら
11
日
㈬

ま
で
に
香
取
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
消
防
本
部
予
防
課
へ　

　
　
　
　
　
　

☎
（83）
0
1
1
9

　

㈳
千
葉
県
獣
医
師
会
で
は
、

動
物
愛
護
週
間
行
事
の
一
環
と

し
て
、
犬
・
猫
の
不
妊
・
去
勢

手
術
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。
1
世
帯
1
頭
。
助
成
額
は

5
0
0
0
円
。
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

応
募
要
項
は
㈳
千
葉
県
獣
医

師
会
の
会
員
に
な
っ
て
い
る
動

物
病
院
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
応
募
書
式
見
本
は
千

葉
県
獣
医
師
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
http://w

w
w.cpvm

a.com
/

　

動
物
愛
護
週
間
中
の
9
月
20

日
㈬
か
ら
26
日
㈫
に
直
接
千
葉

県
獣
医
師
会
へ
往
復
ハ
ガ
キ
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

千
葉
県
獣
医
師
会

☎
0
4
3（
2
3
2
）6
9
8
0

　

栗
山
川
は
九
十
九
里
地
域
お

よ
び
南
房
総
地
域
の
飲
料
水
や

九
十
九
里
地
域
の
農
業
用
水
、

千
葉
臨
海
工
業
地
帯
お
よ
び
そ

の
周
辺
地
域
の
工
業
用
水
と
し

て
利
用
す
る
た
め
、
利
根
川
か

ら
取
り
入
れ
た
水
を
横
芝
光
町

ま
で
導
水
す
る
と
い
う
大
切
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
水
質
を
保
全
す
る
こ
と

は
、
県
内
の
多
く
の
人
の
生
活

や
産
業
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と

で
す
。

　

さ
ら
に
、
鮭
が
上
る
南
限
の

川
で
も
あ
り
、
そ
の
環
境
保
全

は
地
域
に
と
っ
て
も
大
切
な
課

題
で
す
。　

　

一
人
ひ
と
り
が
ゴ
ミ
を
捨
て

た
り
、
汚
染
源
と
な
る
油
類
な

ど
の
流
出
に
十
分
注
意
し
、
川

を
き
れ
い
に
す
る
よ
う
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

　

千
葉
県
山
武
農
林
振
興
セ
ン

タ
ー 

☎
0
4
7
5

（54）
0
2
2
6

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
千

葉
用
水
総
合
事
業
所

☎
0
4
7（
4
8
3
）0
7
2
2

■
日
時　

10
月
1
日
㈰　

8
時

〜
（
開
催
曜
日
が
毎
月
第
1
日

曜
日
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
）

■
場
所　

八
坂
神
社
境
内
（
水

郷
佐
原
山
車
会
館
隣
り
）

※
故
郷
産
品
（
食
料
品
の
み
）

の
出
店
者
も
募
集
中
で
す

　
　

都
市
整
備
課

　
　
　
　
　
　

☎
（50）
1
2
1
4

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
野
川
と
佐
原
の

町
並
み
を
考
え
る
会　

　
　
　
　
　
　

☎
（52）
1
0
0
0

　

素
敵
な
シ
ャ
ン
ソ
ン
や
筝
、

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
な
ど
が
お
月
様

と
共
演
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
7
日
㈯  

13
時

（
献
茶
）
〜
18
時

■
場
所　

山
倉
大
六
天
観
福

寺
・
東
泉
寺
（
山
倉
）

■
参
加
費　

茶
席
（
3
席
）
1

席
5
0
0
円
、
小
・
中
学
生
1

席
3
0
0
円

　

伽か
る
ち
ゃ
く
ら
ぶ

瑠
茶
倶
楽
部

　
　
　
　
　
　

☎
（79）
2
8
0
2

　

エ
ッ
セ
イ
か
ら
短
編
小
説
ま

で
、
朗
読
・
語
り
に
よ
っ
て
ワ

ク
ワ
ク
す
る
ひ
と
と
き
を
一
緒

に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

9
月
17
日
㈰　

13
時

30
分
〜

■
場
所　

小
見
川
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
さ
く
ら
館
」　

■
参
加
費　

無
料

　

語
り
の
会　

石
橋

　
　
　
　
　
　

☎
（83）
3
2
0
9

■
日
時　

9
月
24
日
㈰　

10
時

10
分
開
演

■
場
所　

銚
子
市
青
少
年
文
化

会
館
大
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

2
0
0
円

■
内
容　

香
取
・
海
匝
地
区
の

小
・
中
・
高
校
と
一
般
22
団
体

の
吹
奏
楽
の
演
奏

　

県
立
小
見
川
高
校　

小
川　

　
　
　
　
　
　

☎
（82）
2
1
4
6

　市民生活課　☎（54）11�8　　　市民環境課　☎（82）1114
　市民環境課　☎（78）211�　　　市民環境課　☎（75）211�

山田区事務所　　9月27日㈬　予約日 　9月19日㈫
佐原区事務所　 10月11日㈬　予約日10月 4日㈬
小見川区事務所 10月25日㈬　予約日10月18日㈬

●行政相談・人権相談　
　 9月20日㈬　1�時�0分～15時�0分

　市民生活課　☎（54）11�8
10月20日㈮　1�時�0分～15時�0分
　市民生活課　☎（54）11�8　　　市民環境課　☎（82）1114
　市民環境課　☎（78）211�　　　市民環境課　☎（75）211�

●消費生活相談　9時～17時
　市民生活課　9月28日㈭・10月12日㈭　☎（54）11�8
　市民環境課  9月21日㈭・10月  5日㈭・19日㈭　☎（82）1114

●交通事故相談　10時～15時　要予約
　環境安全課　9月26日㈫・10月10日㈫　☎（50）121�
　市民環境課　9月21日㈭・10月19日㈭　☎（82）112�

●子育て相談 月～金曜日（祝祭日を除く）　8時�0分～17時15分
　大倉保育所　☎（57）064�　たまつくり保育所　☎（55）9500
●心配ごと相談　10時～15時 
　社会福祉協議会栗源支所  9月21日㈭・10月19日㈭ ☎（75）2118
　社会福祉協議会本所　　　　  9月28日㈭　☎（54）4410
　社会福祉協議会小見川支所　10月  5日㈭　☎（8�）7071
　社会福祉協議会山田支所　　10月12日㈭　☎（78）1056

●精神保健福祉相談　9月19日㈫・28日㈭・10月�日㈫・10日㈫
●エイズ検査（無料）　第2・4月曜日　1�時～14時受付（予約不要）
●療育相談　　　　　10月  5日㈭　1�時�0分～15時　要予約
●未熟児等健康相談　10月20日㈮　1�時～1�時�0分受付　要予約
●配偶者からの暴力に関する相談　毎週水曜日　要予約
　☎（52）9�10　電話での相談（毎週月～金曜日）　9時～16時
●女性のための健康相談　第4木曜日　要予約　☎（52）9157

広報 2006年（平成 18年）9月 15日【暮らしの情報】

身近な相談室
市民相談 閉庁日を除く毎日　8時30分～16時30分　各区事務所

法律相談 市民対象  9時30分～14時  予約は市民課　☎（50）1228 
受付は予約日の8時30分から10人まで

そのほかの相談

催し

千葉県香取健康福祉センターの相談　☎（52）9161

犬
猫
の
不
妊
去
勢

手
術
費
用
一
部
助
成

税
の
無
料
相
談

小
江
戸
佐
原
の

骨
董
市

お
月
見
会

語
り
の
会
発
表
会

東
部
地
区
吹
奏
楽
祭

危
険
物
取
扱
者
試
験

栗
山
川
を
き
れ
い
に

法
律
無
料
相
談

HP

　元バレーボールオリンピッ
クアメリカ代表のヨーコゼッ
ターランドさんを講師に招
き、バレーボール教室と講演
会を開催します。
■期日　10 月 1 日㈰
■場所　香取市民体育館

【スポーツ講演会】
◇対象　市内在住、在勤者
◇時間　10 時 �0 分～
◇演題　「無限の可能性を求
めて」
※入場無料、申し込み不要

バルセロナ五輪銅メダリスト
ヨーコゼッターランド

【バレーボール教室】
◇対象　市内小・中・高校生
◇定員　100 人程度
◇時間　1� 時 �0 分～
　バレーボール教室参加希望
者は、9 月 19 日㈫から 26 日
㈫までに　生涯学
習推進課へ住所、
氏名、年齢、電話
番号を電話で連絡
☎ (50)1221
※本事業は宝くじ
の普及広報事業と
して実施します

世界の技術を体験！

バ レ ー ボ ー ル
教 　 室
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生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
登
録

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ

り
、
Ｙ
ｏ
ｕ
（
来
場
者
の
あ
な

た
が
主
役
）、
遊
（
小
さ
な
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

る
）、
優
（
参
加
者
が
優
し
い

気
持
ち
に
な
れ
る
）
を
合
言
葉

に
し
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
日
時　

9
月
30
日
㈯　

10
時

〜
15
時

■
場
所　

小
見
川
文
化
会
館

■
内
容　

◇
体
験
学
習
タ
ウ
ン　

ハ
ガ
キ

絵
、
押
し
花
、
竹
細
工
、
七
宝

焼
き
、
お
茶
、
自
然
創
作
小
物
、

ラ
ミ
ネ
ー
ト
小
物
、
フ
ラ
イ
ン

グ
創
作
小
物
な
ど

◇
わ
く
わ
く
子
ど
も
ラ
ン
ド　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
ア
ニ
メ

ビ
デ
オ
、人
形
劇
、1
円
玉
ア
ー

ト
（
当
日
お
持
ち
い
た
だ
い
た

1
円
玉
は
社
会
福
祉
協
議
会
に

寄
付
し
ま
す
）

◇
カ
ル
チ
ャ
ー
ゾ
ー
ン　

ス

ポ
ー
ツ
吹
き
矢
体
験
、
ナ
ン
プ

レ
・
数
独
、
や
さ
し
い
料
理
教

室
な
ど

◇
生
涯
学
習
発
表
会　

民
謡
、

民
舞
、
ダ
ン
ス
、
合
唱
な
ど

◇
野
外
体
験
教
室　

歴
史
散

合
言
葉
は
Ｙ
ｏ
ｕ
・
遊
・
優

策
、
火
お
こ
し
体
験
、
勾ま

が
た
ま玉

づ

く
り

◇
模
擬
店　

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、

コ
ー
ヒ
ー
、
炊
き
込
み
ご
飯
、

草
だ
ん
ご
な
ど

　
　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　

☎
（80）
1
1
0
0

見

う
ち
の
子

う
ち
の
子

み
て

て

ギャラリーギャラリー

大好きな“おまつり”
お友達と一緒に山
車を曳きました

佐原のおまつり

お祭り大好き！
踊りもバッチリだよ。

にいにが大好きな
おてんば姫様です。

　

香
取
市
が
誕
生
し
て
早
5
か

月
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
税
金

や
公
共
料
金
等
の
不
均
衡
な
ど

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か

わ
る
問
題
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

10
月
か
ら
始
ま
る
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
は
、
こ
う
し
た
市

の
現
状
を
説
明
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
ご
意
見
等
を
お
伺
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
日
ご
ろ
市
政
に
つ
い
て
感

じ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
な
ん
で

も
結
構
で
す
。
皆
さ
ん
の
声
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
市
役
所
、
各
区
事
務
所

に
「
市
長
へ
の
手
紙
」
を
設
置
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
市
長
へ

の
メ
ー
ル
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

ご
意
見
、
ご
提
言
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
（
T
）

人口と世帯今月の納期限
 10月2日（月）
9月30日が土曜日のため

9月1日現在
人　口／88,428人（-70）
　　　男43,839人（-39）
　　　女44,589人（-31）
世帯数／28,986戸  （+5）

文芸文芸
　

ハ
ガ
キ
1
枚
に
俳
句
2
句
・
短
歌
2
首
の
ど
ち
ら
か

と
、
本
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
2
8
7

－

8
5
0
1　

広
報
か
と
り
「
俳
句
」
ま
た
は
「
短
歌
」

の
係
ま
で
。
毎
月
15
日
ま
で
の
到
着
分
を
審
査
し
、
翌
月

号
に
掲
載
。
掲
載
さ
れ
る
作
品
は
、
選
者
に
よ
り
評
を
踏

ま
え
て
添
削
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■作品募集

　

  

香
取
俳
壇 

増
田　

斗
志
選

新
調
の
麦
藁
帽
や
ま
だ
農
夫

宮
崎　
　

弘
（
白　

井
）

評
・「
ま
だ
農
夫
」
と
言
う
言
葉
の
響
き
に
は
、
定
年
の
無
い
農
業

に
ど
っ
ぷ
り
浸
っ
て
、
む
し
ろ
そ
れ
を
心
よ
く
受
け
入
れ
て
い
る

農
業
者
魂
が
見
え
て
く
る
。
秋
の
取
り
入
れ
を
前
に
麦
藁
帽
を
新

調
し
た
。
如
何
に
も
健
康
的
な
作
で
あ
る
。

天
水
に
勝
る
も
の
な
し
大
青
田　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
田　

武
夫
（
下
飯
田
）

公
園
の
遊
具
の
軋き

し
む
秋
の
声　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畔
蒜　

基
一
（
岩　

部
）

豊
年
や
父
の
拳
の
大
き
か
り　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
田　

富
子（
一
の
分
目
）

少
年
の
笑
む
図
書
館
の
涼
し
か
り　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
川　

三
朝
（
府　

馬
）

対
岸
は
母
の
故
郷
祭
り
笛　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
野
千
代
子
（
三　

島
）

　

 

香
取
歌
壇 

五
喜
田　

正
巳
選

む
き
た
て
の
蚕そ

ら
ま
め豆
の
よ
う
な
蛙
の
子
わ
が
掌
に
乗
れ
ば

冷
た
か
り
け
り　
　
　
　
　
　
　

  

伊
藤
か
つ
江
（
津　

宮
）

評
・
蛙
の
子
の
つ
や
つ
や
し
た
色
や
形
か
ら
、
む
き
た
て
の
蚕
豆

の
よ
う
だ
と
い
う
連
想
が
い
い
。
そ
の
蛙
の
子
が
掌
に
乗
っ
た
と

き
の
冷
や
り
と
し
た
小
さ
な
お
ど
ろ
き
。
日
常
の
中
の
詩
を
う
ま

く
捉
え
た
。

友
垣
の
酒
酌
む
集
い
老
い
て
な
お
青
春
の
夢
語
り
て
飽

か
ず 

絵
鳩　

昌
之
（
府　

馬
）

梅
雨
晴
れ
の
小
野
川
を
夫
と
も
と
お
れ
ば
観
光
客
か
と

問
う
人
の
あ
り	

大
嶋
麻
理
子
（
牧　

野
）

盆
の
客
見
送
り
し
後
の
静
け
さ
に
母
か
と
紛
う
風
鈴
の

鳴
る 

鈴
木　

照
代
（
小
見
川
）

八
月
の
末
に
は
早わ

せ
生
稲
を
刈
る
構
え
熟
せ
よ
稔
れ
価ね

は

安
け
れ
ど　
　
　
　
　
　
　
　

   

宮
崎　
　

弘
（
白　

井
）

誕
生
の
祝
い
に
く
れ
し
麻
帽ぼ

う
し子

給
料
か
ら
孫
の
買
い
た

り
し
も
の 

高
木　

イ
ト
（
大　

根
）

佐原めぐみ保育園
4歳児

長
お さ だ

田　睦
む つ み

美ちゃん

パ
パ 

聡
さ
ん
／
マ
マ 

か
お
る
さ
ん

●
伊い

さ
か坂　
優ゆ

う
き希

く
ん（
加
藤
洲
）

パ
パ 

淳
一
郎
さ
ん
／
マ
マ 

玲
子
さ
ん

●
米よ

ね
も
と本　

彩あ
や
な愛

ち
ゃ
ん（
牧
野
）

パ
パ 

俊
光
さ
ん
／
マ
マ 

康
子
さ
ん

●
佐さ

く

ま
久
間　
大ひ

ろ
の
り典

く
ん（
佐
原
イ
）

食べるの大好き、いっぱい
食べて大きくなってね！

小見川区生涯学習フェスティバル

広報2006年（平成 18年）9月 15日 【市民のひろば】

固定資産税
国民健康保険税
介護保険料

1歳
9カ月

1歳
9カ月

水族館で見た魚

糸
いとかわ

川　凛
りん

ちゃん

ペンギンや大きな
魚がたくさんいて
とても楽しかった
です

（第 3 期）
（第 6 期）
（第 6 期）

1歳
9カ月


